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評価の観点・
方法

定期考査、提出物、学習状況の観察などを勘案し、総合的に評価を行う。

１学期

２学期

３学期

選挙制度の原理と仕組み

　３学期は多くの生徒が大学受
験に挑む時期であることを考慮
し、テーマ別の学習を進める。
　特に、地球環境問題や国際紛
争など、現代の諸課題と呼ばれ
る分野を重点的に学習する。

テーマ別学習３～「消費者問題と消費者保護」など

テーマ別学習４～「地球環境問題」など

テーマ別学習５～「南北問題と国際協力」など

　必修の政治経済では、政治・経
済分野の基本的な事項を学習す
る。１学期は主に政治分野を中
心に、民主政治の基本原理、日
本国憲法の成立過程と本質、選
挙制度の仕組みなどを扱う。
　特に選挙制度については、１８
歳から選挙権を行使することが
できるため、実際の投票を見据
えた知識・技能を習得する。

諸外国の政治体制

日本国憲法の成立

24

28

18

社会保障制度・社会保障と税の一体改革など

新しい人権概念とその課題

テーマ別学習１～「大きな政府と小さな政府」など

テーマ別学習２～「産業構造の変化と中小企業」など

平和主義と日本国憲法

市場経済の機能と限界

景気変動

財政の仕組み

日本経済の歩み

基礎的な政治・経済のしくみを体系的に理解し、社会に出たときに必要不可欠な知識を習得することを
目的とする。世の中のできごとに関心を持ち、自分で考えたことを、自分で表現し、公民的資質を身に付
ける。

単位数
教科・科目

講座名

消費者問題と労働問題

基本的人権の成立史と中身

民主政治の基本原理

単元（学習内容）

資本主義経済と社会主義経済

経済主体と経済活動

　２学期は、経済の分野を扱う。
資本主義経済と社会主義経済の
仕組み、経済主体、市場経済の
機能と限界など、経済にまつわ
る基本的な原理や概念を学ぶ。
　その際、最新のデータを参照
し、現代の経済の特徴を的確に
つかむことを目指す。
　そして、税と社会保障、労働問
題など、自分が生きていくうえで
必要不可欠な社会の構造を理解
する。
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対象学年・組

担 当 教 員

教 科 書 等

年間授業計画

学習の目標

公民「政治・経済」
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